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基本的なビジネスマナーについて学ぶ ―新人社員研修を開催

❸ 令和8年度青年部通常総会・所信発表会を開催
❽❾ 補助金等支援制度のご案内（令和8年5月1日時点）
� 第32期「かが創業塾」受講生募集のご案内
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会場 APAホテル加賀大聖寺駅前
加賀市熊坂町イ226番地4 お問合せ 加賀市倫理法人会事務局 上原

TEL 070－4355－6713

経営者モーニングセミナー

6 / 9
（火）
6:00ａ

ｍ

株式会社港南自動車サービス 取締役
金沢市みなと倫理法人会 幹事 藤 田　大 貴 氏

幸運の最大値

ふじた だいき第841回

6/16
（火）
6:00ａ

ｍ

株式会社あーすエステート 代表取締役
加賀市倫理法人会 監査 木 村　峯 久 氏

徳　福　一　致

きむら みねひさ第842回

ａ
ｍ

6 / 2
（火）
6:00

株式会社アルソア静蘭 代表取締役
石川県後継者倫理塾 委員長 高 橋　玲 子 氏

後継者倫理塾での気づき

たかはし れいこ第840回

5/26
（火）
6:00ａ

ｍ

株式会社エムアンドケイ（金沢まいもん寿司） 代表取締役
金沢市西倫理法人会 会員 木 下　孝 治 氏

74歳、新たな挑戦が教えてくれたこと

きのした こうじ第839回

5/19
（火）
6:00ａ

ｍ

輝きクリエイティブ 代表
金沢市北倫理法人会 会員 中 本　明 宏 氏

運命を聴く、己を拓く。

なかもと あきひろ第838回

　

当
所
は
４
月
23
日
㈭
に
ハ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表 

矢
島 

久
美
氏
を
講
師
に
迎
え
、
公
益
財
団

法
人
日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
ー
協
会

と
の
共
催
で
新
人
社
員
研
修
を
開
催

し
た
。
加
賀
市
内
10
事
業
所
19
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。

　

冒
頭
、
矢
島
講
師
か
ら
挨
拶
や
社

会
人
の
心
得
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
毎
に
1
分
間
の

自
己
紹
介
を
行
っ
た
。
そ
の
後
本
題

に
入
り
、「
ル
ー
ル
や
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
守
っ
た
上
で
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
あ
る
」
と

い
う
社
会
人
の
基
本
を
学
ん
だ
。
参

加
者
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
ゲ
ー
ム
を

通
し
て
、
実
際
に
言
葉
で
意
思
疎
通

を
す
る
こ
と
が
仕
事
を
円
滑
に
進
め

る
上
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

こ
と
を
体
感
し
て
い
た
。

　

次
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本

と
し
て
、
挨
拶
時
の
お
じ
ぎ
の
角
度

に
気
を
付
け
な
が
ら
全
員
で
声
出
し

を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
相
手
に
気
持

ち
を
伝
え
る
に
は
表
情
が
重
要
で
、

特
に
「
笑
顔
」
が
大
切
。
併
せ
て
、

身
だ
し
な
み
は
清
潔
感
が
出
る
よ
う

に
心
掛
け
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
の

他
、
敬
語
や
謙
譲
語
と
い
っ
た
言
葉

遣
い
も
各
自
で
考
え
、
互
い
に
教
え

合
え
る
よ
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
繰

り
返
し
た
。
名
刺
交
換
の
練
習
で
は
、

マ
ナ
ー
や
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
つ
つ
、

ペ
ア
で
実
践
練
習
を
行
っ
た
。
電
話

応
対
に
つ
い
て
も
、
明
る
く
大
き
な

声
で
は
っ
き
り
と
話
す
こ
と
や
、
用

件
や
連
絡
先
の
確
認
と
い
っ
た
点
に

気
を
付
け
な
が
ら
、
ペ
ア
で
顧
客
か

ら
の
電
話
を
想
定
し
た
応
対
に
つ
い

て
実
践
を
し
た
。　

　

今
回
の
研
修
へ
の
参
加
者
は
、
20

代
の
方
が
多
く
、
初
々
し
く
も
真
剣

な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
。
途
中
、
矢

島
講
師
の
新
人
時
代
の
談
笑
も
交
え

な
が
ら
、
非
常
に
学
び
の
あ
る
研
修

と
な
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
が
知
ら

な
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
が
沢
山
あ
っ

て
勉
強
に
な
っ
た
」、「
挨
拶
を
す
る

と
き
は
、
今
ま
で
以
上
に
笑
顔
で

は
っ
き
り
と
行
お
う
と
思
う
」、「
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
現
場
で
し
っ
か

り
活
か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
意

欲
的
な
声
が
聞
か
れ
た
。

次
　
　
第

Ⅰ
．
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

Ⅱ
．
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
対
応

　

１
．
職
場
で
の
ル
ー
ル
・
エ
チ
ケ

　
　
　

ッ
ト

　

２
．
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
　
　

ン

　

３
．
言
葉
の
マ
ナ
ー

Ⅲ
．
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本

　

１
．
挨
拶

　

２
．
表
情
の
重
要
性

　

３
．
名
刺
交
換

　

４
．
言
葉
遣
い

Ⅳ
．
電
話
応
対
の
基
本

　

１
．
電
話
応
対
の
重
要
性

　

２
．
電
話
応
対
の
ポ
イ
ン
ト

　

３
．
不
在
電
話
の
応
対

　

４
．
様
々
な
応
対

治療と就業の
両立支援が
　努力義務になります！

令和８年４月から

イメージキャラクター ちりょうさ

病気を抱える労働者の

「健康経営優良法人認定」を
受けませんか？

健康経営とは、従業員等の健康管理を経営
的な視点で考え、戦略的に実践することで、
優良な健康経営に取り組む法人を認定する
制度が健康経営優良法人認定です。
当所でも令和６年度より
認定を受けています。
申請方法や認定法人一覧
等詳しくは、右記ＱＲコー
ドよりご覧ください。

挨拶の練習をする参加者たち

新
人
社
員
研
修
に
19
名
が
参
加

基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ
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加
賀
商
工
会
議
所
青
年
部
（
吉
田 

久
彦
会
長
・
77
名
）
は
、
４
月
15
日

㈬
、
山
中
温
泉
翠
明
に
て
令
和
８
年

度
通
常
総
会
・
所
信
発
表
会
を
開
催

し
、
50
名
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、小
谷 

泰
之
副
会
長
に

よ
る
開
会
宣
言
が
行
わ
れ
、
今
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
発
表
さ
れ
た
。
続

い
て
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
が

更
な
る
永
続
を
願
っ
て
、
38
年
ぶ
り

に
更
新
し
た
綱
領
指
針
で
あ
る
「
Ｙ

Ｅ
Ｇ 

Ｗ
Ａ
Ｙ
」を
全
員
で
唱
和
し
た
。

　

議
事
で
は
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た

辻 

覚
特
別
理
事
の
進
行
の
も
と
、

菅
本
直
前
会
長
よ
り
令
和
７
年
度
の

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ

た
。
次
い
で
、
会
長
よ
り
令
和
８
年

度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
が
上
程
さ

れ
、
審
議
を
諮
っ
た
結
果
、
全
４
議

案
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
入
会

員
の
吉
田 

翔
馬
氏
（
㈱
タ
ッ
チ
）

が
紹
介
さ
れ
、
会
長
よ
り
会
員
バ
ッ

ジ
を
授
与
し
た
の
ち
抱
負
を
述
べ
た
。

最
後
に
田
嶋 

孝
行
副
会
長
が
閉
会

を
宣
言
し
、
通
常
総
会
は
終
了
し
た
。

　

つ
づ
く
所
信
発
表
会
は
、山
田 

利

明
市
長
、当
所
小
中
出 

佳
津
良
副
会

頭
、吉
田 

貴
副
会
頭
な
ど
多
く
の
来

賓
を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
吉

田
会
長
よ
り
、
令
和
８
年
度
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
あ
る
「
ガ
ン
ガ
ン
い
こ
う

ぜ
！
～
加
賀
を
も
っ
と
、
お
も
し
ろ

く
！
～
」
を
も
と
に
５
つ
の
委
員
会

で
事
業
を
展
開
す
る
計
画
が
発
表
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
来

賓
を
代
表
し
て
、
山
田
市
長
お
よ
び

小
中
出
副
会
頭
、
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会
議
所
青
年
部
山
崎 

亮
会

長
に
ご
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

続
い
て
、
石
川
県
商
工
会
議
所
青

年
部
連
合
会
西
田 

敬
志
会
長
よ
り

乾
杯
の
ご
発
声
を
賜
り
、
歓
談
へ
と

移
っ
た
。
そ
の
後
、
加
賀
青
年
会
議

所
か
ら
わ
ん
ぱ
く
相
撲
に
つ
い
て
、

須
坂
商
工
会
議
所
青
年
部
か
ら
北
陸

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
信
州
須
坂
大
会
に
つ

い
て
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
盛
況
の
う

ち
に
所
信
発
表
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
事
業
計
画
は

次
の
と
お
り
。

〈
事
業
計
画
〉

◆
拡
大
交
流
委
員
会

　

①
会
員
拡
大
事
業

　

②
会
員
拡
大
ア
ワ
ー

　

③
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
事
業

　

④
望
年
会

◆
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会

　

①
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ブ
ラ
ン
ド
創
造
事
業

　

②
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
事
業

　

③
ビ
ジ
ョ
ン
振
り
返
り
ア
ワ
ー

◆
シ
ン
ボ
ル
事
業
開
発
委
員
会

　

①
事
業
開
発
ア
ワ
ー

　

②
シ
ン
ボ
ル
事
業

◆
地
域
連
携
委
員
会

　

①
地
域
連
携
事
業

　

②
加
賀
ふ
る
さ
と
検
定

◆
総
務
委
員
会

　

①
通
常
総
会

　

②
定
例
会
・
臨
時
総
会

　

③
卒
会
式

◆
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
特
別
理
事

　

①
ビ
ジ
ネ
ス
啓
発
ア
ワ
ー

　

②
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
事
業

� 令和8年度 会長　 吉田　久彦
<<スローガン>> 「ガンガンいこうぜ！～加賀をもっと、おもしろく！～」
　はじめに、私たち商工会議所青年部の最大の使命は、何なのでしょうか。それは、ビジネスを活性化
させることにより、ひとつひとつの企業から、若い力で地域を盛り上げて行くことに他なりません。地域
経済の持続可能性や担い手不足、ＡIやデジタル技術の進展、価値観や働き方の多様化など、我 を々
取り巻く環境はものすごいスピードで変化し、加賀においても様 な々課題が浮き彫りとなる中、地域の未来を担う青年
経済人として、我々の果たすべき役割はますます大きく、重要になっています。
　2024年、私たちは加賀商工会議所青年部中期ビジョン「加賀の夜明けやガイヤ」を発表しました。本年度は５カ年
ビジョンの折り返し地点＝３年目を迎えます。ここからは構想から実装へとギアを上げ、目指す未来を現実のものとして
形にしていく年であり、加賀ＹＥＧが加賀のビジネスを活性化させ、地域に強く影響を及ぼしてく団体へと変革していく
起点となる年とも言えます。加賀の明るい夜明けを迎えるために、今年は今まで以上にビジネスにフォーカスを当て、加
賀がもっともっと盛り上がるおもしろいまちになるよう、活動してまいります。
<<方針の５つの柱>> 
　加賀YEGがビジネスを通して地域を盛り上げていくためには、5つの柱となるテーマがあります。本年度は、それぞれ
のテーマに沿った活動を行ってまいります。
　１．交流 ― 仲間を増やし、つながりを深める ―	 ２．ビジネス ― 挑戦を後押しし、地域経済を牽引する ―
　３．事業 ― 加賀YEGの象徴をつくる ―		 ４．ブランディング ― 憧れられる組織へ ―
　５．まち ― 産官民連携で未来を紡ぐ ―
　結びに、一昨年ビジョンを発表した今は、まさに加賀YEGの変革の折り返し地点です。交流を通じて仲間を広げ、ビ
ジネスで互いを高め合い、YEGを誇れるブランドへと育てる。そして象徴的な事業を築き、加賀のまちの未来を共に描
いていく。その先に、「YEGだからこそできた」という確かな足跡を残せると信じています。
　メンバーの皆さん、加賀をもっともっとおもしろく楽しいまちに。加賀YEGからガンガン盛り上げていきましょう！

会 長 方 針

令和8年度 青年部通常総会・所信発表会を開催YEG
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Ｂ
Ｉ
Ｇ
や
ま
な
か
フ
ェ
ア
「
山
中

漆
器
祭
」
２
０
２
６
が
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、
５
月
３
日
㈰

と
４
日
㈪
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
た
。

　

山
中
温
泉
中
心
部
の
山
中
座
・
菊

の
湯
前
広
場
と
そ
の
周
辺
道
路
を
歩

行
者
天
国
と
し
た
特
設
会
場
で
、
今

年
で
記
念
す
べ
き
30
回
目
の
開
催
と

な
る
。
初
日
の
３
日
は
曇
天
や
雨
に

見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
気
温
は
高

く
、
イ
ベ
ン
ト
日
和
と
な
っ
た
。
２

日
間
で
の
べ
４
万
人
の
来
場
者
が
あ

り
、
当
所
か
ら
は
東
野
会
頭
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
。
鹿

野
山
中
漆
器
連
合
協
同
組
合
理
事
長

の
開
会
挨
拶
の
後
、
山
野
石
川
県
知

事
・
佐
々
木
衆
議
院
議
員
・
宮
本
参

議
院
議
員
・
山
田
加
賀
市
長
ら
が
来

賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

都
市
交
流
委
員
会
は
４
月
24
日
㈮
、

令
和
８
年
度
第
１
回
会
議
を
開
催
し
、

担
当
副
会
頭
で
あ
る
吉
田
副
会
頭
を

は
じ
め
と
す
る
12
名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
太
田
委
員
長
は
「
新
年
度

を
迎
え
、
当
委
員
会
と
し
て
新
た
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
や
活
動
方
針
に

つ
い
て
議
論
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

会
議
で
は
ま
ず
、
加
賀
温
泉
・
黒

部
宇
奈
月
温
泉
・
あ
わ
ら
温
泉
の

「
３
温
泉
駅
交
流
」
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
和
田
前
委
員
長
が
発
案

し
た
本
事
業
は
、昨
年
末
に
加
賀
市
・

黒
部
市
・
あ
わ
ら
市
の
３
市
か
ら
予

算
化
さ
れ
、
現
在
は
Ｐ
Ｒ
広
報
活
動

が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は
25
店
舗
が
ブ
ー
ス
を
設

け
、
茶
道
具
や
汁
椀
等
を
始
め
と
し

た
伝
統
的
な
山
中
木
製
漆
器
か
ら
普

段
使
い
の
食
器
、
カ
ト
ラ
リ
ー
ま
で

山
中
漆
器
が
産
地
直
売
・
お
手
頃
の

価
格
で
販
売
さ
れ
た
。
飲
食
で
は
、

人
気
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
７
台
が
軒
を

連
ね
た
。ま
た
、毎
年
好
評
の
１
，０

０
０
円
で
１
，１
０
０
円
分
の
買
い

物
に
使
用
で
き
る
お
得
ク
ー
ポ
ン
が

販
売
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
豪
華
景
品

が
当
た
る
ラ
ッ
キ
ー
チ
ャ
ン
ス
も
実

施
。
今
年
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
友
だ
ち
に

追
加
す
る
こ
と
で
応
募
で
き
る
方
法

に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
気
軽
に
応
募

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
参
加
者
か

ら
も
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

山
中
座
内
で
は
加
賀
市
内
の
小
学

生
を
対
象
に
「
毎
日
使
い
た
い
と
思

う
お
椀
」を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た「
お

椀
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会
」

と
「
山
中
塗
ガ
ン
ダ
ム
」
展
示
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
10
周
年
を
迎
え
た

展
示
会
で
は
、
過
去
の
優
秀
賞
受
賞

作
品
が
す
べ
て
展
示
さ
れ
た
。

　

続
く
議
案
で
は
、「
令
和
8
年
度

都
市
交
流
委
員
会
事
業
」
の
新
規
事

業
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
太
田
委
員

長
は
「
当
委
員
会
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
べ
き

か
意
見
を
求
め
た
い
」
と
述
べ
、
委

員
か
ら
は
「
商
工
会
議
所
活
動
の
一

環
と
し
て
、
自
社
に
還
元
で
き
る
産

業
・
観
光
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
事
業
を
行
い
た
い
」
と
い
っ
た

声
が
上
が
っ
た
。
ま
た
、「
他
商
工

会
議
所
の
多
く
が
、
地
域
還
元
や
会

員
交
流
の
場
と
し
て
『
商
工
祭
』
を

主
催
し
て
い
る
。
当
所
で
も
開
催
し

て
は
ど
う
か
」
と
の
提
案
も
あ
り
、

今
年
８
月
に
完
成
す
る
ガ
レ
リ
ア
の

活
用
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
加
賀
温
泉
駅
南
地
区

の
商
業
施
設
開
発
に
向
け
た
視
察
研

修
会
の
開
催
に
つ
い
て
も
協
議
し

た
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
の

加
賀
市
企
画
課
や
株
式
会
社
長
工
を

招
い
た
勉
強
会
、
昨
年
10
月
の
イ
オ

ン
モ
ー
ル
須
坂
へ
の
視
察
お
よ
び
須

坂
商
工
会
議
所
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
を
重
ね
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
今

年
度
は
、
３
月
に
完
成
し
た
宇
都
宮

市
の「
フ
レ
ス
ポ
う
つ
の
み
や
市
場
」

や
「
ア
ー
ク
タ
ウ
ン
宇
都
宮
」
へ
の

視
察
研
修
計
画
に
つ
い
て
事
務
局
よ

り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
活
協
議
結
果
を
踏
ま
え
、

今
年
度
の
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

加賀温泉駅前の全天候型広場施設は、5月18 日（月）より「待合交流スペース」の予約を開始い
たします。（※温泉中央口広場 A は 9 月1日から、同広場 B は 4月1日よりすでに予約開始して
おります）

１．長机やパイプ椅子など各附属設備の貸し出しも可能です。
２．休日は、土日祝及び12月29日から翌年1月3日までです。
３．待合交流スペースで冷暖房を利用する場合は、20％分を加算した額となります。
４．1時間未満の端数が生じた場合の利用時間は、30分未満は切り捨て、30分以上
　は切り上げて計算します。
※部分利用・希望階数のみ利用の料金が知りたい場合は、上記詳細のQRよりご覧
　ください。

なお、現在建設中のため、状況によりご予約内容に変更が生じる場合がございま
す。その際はご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご理解賜りますようお願い申し上
げます。

【料金表（全体利用1時間の場合）】
待合交流スペース
（5月18日～）

平日 5,000円

休日 6,000円

温泉中央口広場Ａ
（9月1日～）

平日 3,000円

休日 3,600円

温泉中央口広場Ｂ
（4月1日～）

平日 1,100円

休日 1,300円
【予約受付方法】
HPのお問い合わせフォームより、ゆのまち
加賀事務所へご連絡ください。
☎0761-75-7080
石川県加賀市作見町ヲ6番地2

（JR 北陸新幹線 加賀温泉駅内）

全天候型広場施設が予約できるようになります！

HPはこちら

１．長机やパイプ椅子など各附属設備の貸し出しも可能です。
２．休日は、土日祝及び12月29日から翌年1月3日までです。
３．待合交流スペースで冷暖房を利用する場合は、20％分を加算した額となります。
４．1時間未満の端数が生じた場合の利用時間は、30分未満は切り捨て、30分以上
　は切り上げて計算します。
※部分利用・希望階数のみ利用の料金が知りたい場合は、上記詳細のQRよりご覧
　ください。

なお、現在建設中のため、状況によりご予約内容に変更が生じる場合がございま
す。その際はご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご理解賜りますようお願い申し上
げます。

BIGやまなかフェア 「山中漆器祭」 に４万人

令
和
８
年
度

第
１
回
会
議
を
開
催

相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店（JR小松駅前新幹線口）加賀店（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中

都市交流委員会
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休日 1,300円
【予約受付方法】
HPのお問い合わせフォームより、ゆのまち
加賀事務所へご連絡ください。
☎0761-75-7080
石川県加賀市作見町ヲ6番地2

（JR 北陸新幹線 加賀温泉駅内）

全天候型広場施設が予約できるようになります！

HPはこちら

１．長机やパイプ椅子など各附属設備の貸し出しも可能です。
２．休日は、土日祝及び12月29日から翌年1月3日までです。
３．待合交流スペースで冷暖房を利用する場合は、20％分を加算した額となります。
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なお、現在建設中のため、状況によりご予約内容に変更が生じる場合がございま
す。その際はご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご理解賜りますようお願い申し上
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加賀商工会議所婚活プロジェクトよりお知らせ
　当プロジェクトでは、「人口減少対策」「若手人口の交流」「会員企業の福利厚生」をテーマに年
２回程度、婚活イベントを企画・運営しております。昨年度は、若者向けの異業種交流会（8月）
と恋活イベント（11月）の2回開催し、多くの皆様にご参加いただき感謝申し上げます。
　今年度は、9月5日（土）に「浴衣恋活（仮称）」の開催が決定いたしました！
　また、今年度より年に1回の開催へと形を変えるにあたり、これまで以上に皆様のニーズに寄り
添った内容にしたいと考えております。
　そこで、皆様の「本音」をお聞きするためのアンケートを実施することになりました。
　「こんな企画があったら嬉しい」「これなら参加してみたい」といったワクワクするアイデアや、
今後の運営へのご意見をぜひお聞かせください。

回答はこちらから

男女問わず、たく
さんの皆様からの
回答をお待ちして
おります。



最近の景況・業況の動向についてのアンケート調査 集計結果
全体調査 第12回

⑴ 景況感

⑵ 景況感の判断理由

⑴ 当初の支援サービスとして、更に力を入れて
　 ほしいものや利用したいものがあれば、
　 選択肢からお選び下さい。

⑵ 過去２年以内に国・県・市から公募された補助金・
　 助成金のうち、申請されたものや当所にご相談
　 されたものがあれば、選択肢からお選び下さい。

・前期と比べた今期の状況（1～3月） ・今期と比べた来期の見通し（4～6月）

・調査時期／令和8年3月10日（火）～令和8年4月17日（金）
・調査対象／当所会員1,620名（3月1日現在）
・調査方法／会報掲載、FAX・フォーム、対面での回答
・回 答 数／54件
・回答業種／製造業35％、建設業35％、小売業6％、卸売業2％、サービス業18％、その他4%

調
査
概
要

好転
17%

不変
68%

好転
11%

不変
54%

悪化
35%

結果の詳細は
右のQRコード
からも確認
できます。

今回の調査結果は以上となりました。ご協力ありがとうございました。

（製造業） 取引先の経営統合。
（製造業） イラン情勢悪化による原油価格の高騰で、資材

の価格が上がり、入手が困難になりつつある。
（製造業） 中東情勢の影響あり。塗料に入れるシンナーが

発注制限がかかっており、思うように受注に対し
ての製造ができない状況。

（製造業） 資材納期遅延と仕入高騰等で不景気感があるた
め。補助金申請を積極的にしているがキャッシュ
フローが不安。

（建設業） 年末にかけて工事の完成が多かったので売上高
は好調であったが、年始めからは動きが鈍い。
しかし、契約はまだであるが、着工している物
件はある。

（建設業） 人手不足による仕事のこなせる量の減少から採
算性が減少傾向。

（サービス業） 価格転嫁して粗利を確保しているが、これ以上の
値上げはお客様に申し訳ないため、今後が不安。

悪化
15%

１． 景況・業況の動向

2．今期に直面している経営上の問題点

3．経営支援サービスに対する希望や利用状況について

合計 製造 建設 小売 卸売 サービス その他
1 好転 9 4 2 1 1 1 0
2 不変 37 11 15 2 0 7 2
3 悪化 8 4 2 0 0 2 0

合計 製造 建設 小売 卸売 サービス その他
1 好転 6 2 2 0 0 2 0
2 不変 29 7 12 1 0 7 2
3 悪化 19 10 5 2 1 1 0

経営上の問題点として「仕入単価の上昇」との回答が最も多く、
次いで「経費の増加」が多い結果となりました。

3%

26%
24%

5%

2%
2%

9%
21%

6%

2%

※複数回答可

大企業進出や過当競争による競争激化

仕入単価の上昇
経費の増加

販売単価の低下・上昇難

金利負担の増加
事業資金の借入難

需要の停滞、売上の減少
従業員の確保難

後継者の育成・確保

その他

6%

5%

7%

1%

7%
7%

14%

6%

26%

1%

3%
5%

10%

2%

0%

※複数回答可

資金調達支援

販売促進支援

商品（サービス）開発支援

記帳・確定申告支援

経営情報の提供
IT・DX支援

人材確保・育成支援

ビジネスマッチング・業者紹介

補助金・助成金の申請支援

海外進出支援

リスク対策・BCP相談
事業承継・M＆A・創業支援

福利厚生・節税アドバイス

経営革新・事業計画策定支援

その他

※複数回答可

なりわい再建支援補助金

小規模事業者持続化補助金
IT導入補助金

ものづくり補助金

中小企業新事業進出補助金

中小企業省力化投資補助金

事業承継・M＆A補助金

石川県賃上げ環境整備補助金

石川県被災事業者賃上げ支援金

加賀市新規出店支援事業
加賀市新商品開発助成事業
業務改善助成金

従業員スキルアップ助成金

その他

13%

23%
23%

10%

0%

4%

2%

17%

2%

0%
0%
0%

4%

2%
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令和8年6月1日を基準日とし、 市内の全ての産業分野における事業所を対象とした経済センサス－活動調査
を実施します。 5月中旬から調査員が事業所に訪問し、 活動状況等を確認の上、調査票を配布しますので、
調査へのご協力をお願いします。 調査への回答はインターネットもしくは郵送によりご回答ください。
■問合せ先
調査の趣旨・調査票の回答について
経済センサス-活動調査コンタクトセンター
0120-138-102　通話無料・午前9時～午後6時（平日のみ）

■市担当課
加賀市総務部行政統計課
0761-72-7841
午前8時30分～午後5時15分（平日のみ）

経済センサス－活動調査を実施します

『労働保険年度更新申告・納付の手続きはお早めに』
　今年も労働保険年度更新の申告・納付時期となりました。
　令和8年度の年度更新は６月1日（月）から７月10日（金）までと
なっておりますので、この期間内に申告・納付手続きをお済ませ
下さい。
　申告には、早くて便利な電子申請（ｅ－Ｇｏｖ）、電子納付、口座振
替を積極的にご利用ください。
　なお、期間中は各労働基準監督署及び石川労働局でも随時受
付を行っております。

石川労働局　労働保険徴収室
〒920-0024　金沢市西念3-4-1金沢駅西合同庁舎5階
電話 076-265-4422

お問い合わせ先

TEL 076-267-1174 詳しくは
こちら
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は好調であったが、年始めからは動きが鈍い。
しかし、契約はまだであるが、着工している物
件はある。

（建設業） 人手不足による仕事のこなせる量の減少から採
算性が減少傾向。

（サービス業） 価格転嫁して粗利を確保しているが、これ以上の
値上げはお客様に申し訳ないため、今後が不安。

悪化
15%

１． 景況・業況の動向

2．今期に直面している経営上の問題点

3．経営支援サービスに対する希望や利用状況について

合計 製造 建設 小売 卸売 サービス その他
1 好転 9 4 2 1 1 1 0
2 不変 37 11 15 2 0 7 2
3 悪化 8 4 2 0 0 2 0

合計 製造 建設 小売 卸売 サービス その他
1 好転 6 2 2 0 0 2 0
2 不変 29 7 12 1 0 7 2
3 悪化 19 10 5 2 1 1 0

経営上の問題点として「仕入単価の上昇」との回答が最も多く、
次いで「経費の増加」が多い結果となりました。

3%

26%
24%

5%

2%
2%

9%
21%

6%

2%

※複数回答可

大企業進出や過当競争による競争激化

仕入単価の上昇
経費の増加

販売単価の低下・上昇難

金利負担の増加
事業資金の借入難

需要の停滞、売上の減少
従業員の確保難

後継者の育成・確保

その他

6%

5%

7%

1%

7%
7%

14%

6%

26%

1%

3%
5%

10%

2%

0%

※複数回答可

資金調達支援

販売促進支援

商品（サービス）開発支援

記帳・確定申告支援

経営情報の提供
IT・DX支援

人材確保・育成支援

ビジネスマッチング・業者紹介

補助金・助成金の申請支援

海外進出支援

リスク対策・BCP相談
事業承継・M＆A・創業支援

福利厚生・節税アドバイス

経営革新・事業計画策定支援

その他

※複数回答可

なりわい再建支援補助金

小規模事業者持続化補助金
IT導入補助金

ものづくり補助金

中小企業新事業進出補助金

中小企業省力化投資補助金

事業承継・M＆A補助金

石川県賃上げ環境整備補助金

石川県被災事業者賃上げ支援金

加賀市新規出店支援事業
加賀市新商品開発助成事業
業務改善助成金

従業員スキルアップ助成金

その他

13%

23%
23%

10%

0%

4%

2%

17%

2%

0%
0%
0%

4%

2%
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なりわい再建支援補助金

（成長戦略ファンド）新商品・新
サービス開発支援事業助成金

電気・ガス価格高騰
緊急対策支援金

小規模事業者
事業継続支援補助金

スタートアップビジネスプラン
コンテストいしかわ

（成長戦略ファンド）
研究開発支援補助金

新規出店支援事業

いしかわ文化観光コンテンツ
造成支援事業

事業者向け
脱炭素促進モデル事業

事業承継・Ｍ＆Ａ補助金

デジタル化・AI導入補助金

従業員スキルアップ助成金

能登半島地震で被災した施設・設備の復旧
費用を補助

地域資源を活用や社会課題の解決に向けた
新商品･新サービスの開発から販路開拓に
要する事業を支援

高圧電力(一定要件あり)、特別高圧電力、工
業用LPガスの料金(R8年1～3月)の一部を
支援

「小規模事業者持続化補助金<災害支援枠>」
で直接被害の復旧費用を計上した事業者に
上乗せ補助

新規性・創造性のある製品・サービス等を実
施する起業者を募集し、入賞者を補助

デジタル技術活用(DX)や経済・環境(GX)の取
り組み、本格的な研究開発・製品開発の前段階
となる事前調査等(FS)を補助

加賀市内の新規開店・新装開店のための店
舗改装・設備・備品費用を補助

文化の担い手と観光事業者が連携し、いしか
わの文化資源を活用した、付加価値の高い文
化観光コンテンツづくりを支援

脱炭素の取組(省・再・蓄エネ設備導入等）等
を実施するための委託費（基礎調査・計画策
定・基本設計等）を補助

(事業承継促進枠)事業承継を契機とする中小企
業者等の設備投資等に係る経費の一部を補助

業務効率化やDX推進、セキュリティ対策のた
めのITツール導入費用を補助。「インボイス
対応類型」ではハードウェア費用も支援対象

小松産業技術専門校や中小企業大学校金沢
キャンパスなどの研修受講料を助成

15億円

300万円

石川県

石川県

4

1

受付中

受付
4/20～6/12

20万円

100万円

600万円

3,000万円

200万円

1,000万円

50万円

1,000万円

450万円

一人 5万円

石川県

石川県

石川県

石川県

加賀市

石川県

加賀市

経産省

経産省

5

6

7

2

9

3

10

13

14

受付
4/15～6/15

受付
4/1～2/26

受付
4/15～6/30

受付
4/20～6/12

受付
4/1～5/29

受付
4/27～7/3

受付
4/1～5/29

15次受付未定

2次受付
5/13～6/15

11 加賀商工
会議所 受付中

スケジュール№

中小企業新事業進出促進
補助金

生産性向上や賃上げを促すため、既存事業
とは異なる新市場・高付加価値事業への進
出にかかる設備投資等を支援

9,000万円15 経産省 第4回
5/19～6/19

企業復興応援でんき
能登半島地震で直接被害を受け、なりわい
補助金や持続化補助金(災害支援枠)の交付
決定を受けた事業者の電気料金を支援

10%割引
(1年間)

北　陸
電　力8 受付中

小規模事業者持続化補助金
<一般型通常枠>(第20回)
<創業型>(第4回)

販路開拓等の取組み費用を補助(「賃金引上
げ特例」「創業型」等補助上限の増額制度あ
り)

50/200万円経産省12 未定

中小企業省力化投資補助金
（カタログ注文型）

中堅・中小企業の賃上げに向けた
省力化等の大規模成長投資補助金

補助対象カタログ掲載の省力化設備（清掃ロボ、
券売機、 スチコン、 ＭＣ、 ラベラー等） を導
入し生産性向上・賃上げする事業者を補助

工場等の新増設、省力化設備・システム導
入等の10億円以上の投資を補助

1,500万円

50億円

経産省

経産省

16

19

受付中

6次公募未定

中小企業省力化投資補助金
（一般型）

中小企業成長加速化補助金

オーダーメイドの省力化設備を導入し生産
性向上・賃上げする事業者を補助

売上100億円を目指す成長志向型中小企業
(売上10億以上)の大胆な設備投資を支援

1億円

5億円

17

18

経産省

経産省

第6回受付
4/15～5/15

3次公募未定

制　　　　　度 概　　　　要 　金額例（※）区　分

ご  案  内  〔 加 賀 商 工 会 議 所  中 小 企 業 相 談 所 〕 2026年5月1日時点



● 本事業の問い合わせ先 ●
加賀市商工課　TEL 0761-72-7940　E-mail shoukou@city.kaga.lg.jp

※市の機構改革により、商工課の場所は「かが交流プラザさくら３階」イノベーションセンター内に移動しました。

加 賀 市 よ り お 知 ら せ

【補 助 金 額】 最大200万円
【補助対象地域】 加賀市内全域
【補助対象業種】 小売業、飲食サービス業、生活関連サービス業、娯楽業
【補助対象経費】 新規開店及び新装開店に係る建物建築費、内外装工事費（付帯設備を含む。）、
 備品費及び広告宣伝費

【応募受付期間】 令和8年4月1日（水）～令和8年5月29日（金）

【補 助 金 額】 最大50万円
【補助対象事業】 ①従来品と比較して地域性又は独創性に富む商品・技術・サービスの開発
 ②新市場を開拓するための商品・技術・サービスの開発
 ③既に製品化された新商品（販売を始めて3年以内）の事業化行動

【募 集 区 分】 ①加工食品　②伝統的工芸品（九谷焼、山中漆器）
 ③一般製品等（加工食品、伝統的工芸品以外の商品・サービス）

【補助対象経費】 ①試作品開発費・試験研究費／原材料費、機械装置費、工具費、外注加工費、
 　デザイン費、コンサルティング費、知的財産導入費等
 ②販売促進費／広告費、展示会出展費、Web サイト制作費等

【応募受付期間】 令和8年5月1日（金）～令和8年6月30日（火）

賑わいと交流のあるまちづくりを支援するとともに、空き家活用促進を図るために商業店舗を新規開店
する方又は既存店舗を改装し新規事業の展開に取組む方へ、予算の範囲内で費用の一部を助成します。

市内の中小企業者等が行う新商品・新サービスの開発や既存商品等の改良、
販路開拓に必要となる費用の一部を助成します。

詳細は加賀市ホームページを
ご確認ください。

詳細は加賀市ホームページを
ご確認ください。

加賀市新規出店支援事業

加賀市新商品開発助成事業

………………………………………………………………………………………………………………………
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省エネ・非化石転換補助金

観光地・観光産業における
省力化投資補助事業

オーバーツーリズムの未然防
止・抑制をはじめとする観光地
の面的受入環境整備促進事業

観光地・観光産業におけるユニ
バーサルツーリズム促進事業

全国の観光地・観光産業に
おける観光DX推進事業

ローカル10,000プロジェクト
（地域経済循環創造事業交付金）

工場・事業場全体で大幅な省エネを図る指定
設備の更新導入を支援

観光地・観光産業における省力化投資補助事
業によって、宿泊業の人手不足の解消に向け
た設備投資等を支援

多様な観光関連事業者が、各地域が抱える観
光課題に対応すべく、一又は複数の者が連携
しながら、実情に応じた受入環境整備を補助

観光・宿泊施設のバリアフリー化に必要な施
設整備や設備導入等に要する経費の一部を
補助

(1)「観光地の販路拡大・マーケティング強
化」や(2)「観光産業の収益・生産性向上」に
資するデジタルツールの導入を補助

地域振興に資する民間投資を支援するため、
自治体が金融機関の融資と協調して、民間事
業者の初期投資費用を補助

15億円

1,000万円

5,000万円

5,000万円

1,500万円

5,500万円

経産省

観光庁

観光庁

観光庁

観光庁

総務省

20

21

22

23

24

25

2次公募
6月上旬

～7月上旬

受付
3/27～5/29

受付
2/25～5/29

受付
3/31～5/15

受付
4/24～5/29

受付中

スケジュール№

金額例は、条件によって異なることがあります。� この他、各種融資制度があります。詳しくは当所まで

制　　　　　度 概　　　　要 　金額例（※）区　分

補 助 金 等  支 援 制 度 の
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ち
ょ
う
ど
桜
が
舞
い
散
る
季
節
で

あ
り
、「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と　
ち
り

ぬ
る
を
（
色
鮮
や
か
に
咲
い
た
花
々

も
い
つ
か
は
散
っ
て
し
ま
う
）」
の

「
い
ろ
は
歌
」
の
最
初
の
文
節
が
浮

か
ぶ
。
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
国
際

秩
序
で
あ
る
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制

が
構
築
さ
れ
て
か
ら
80
年
以
上
が
経

つ
が
、
こ
の
体
制
を
ベ
ー
ス
に
形
成

さ
れ
て
き
た
民
主
主
義
、
自
由
主
義
、

法
の
支
配
と
い
う
「
色
鮮
や
か
に
咲

い
て
き
た
」
国
際
的
な
価
値
観
も
、

こ
の
文
節
の
よ
う
に
散
っ
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
価
値
観
の
中
心

で
あ
っ
た
米
国
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
に
よ
っ
て
、
戦
争
と
い
う
「
ど
す

黒
い
」
価
値
観
に
転
換
し
始
め
て
お

り
、
世
界
も
こ
の
ま
ま
分
断
し
て
衰

退
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

懸
念
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て

い
る
。

　
た
だ
し
、
過
去
を
振
り
返
れ
ば
、

「
色
鮮
や
か
に
咲
い
て
き
た
」
国
際

的
な
価
値
観
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
第

１
期
に
お
い
て
既
に
散
っ
て
い
た
と

も
言
え
よ
う
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体

制
が
創
設
75
周
年
を
迎
え
た
２
０
１

９
年
７
月
に
、
既
に
貿
易
紛
争
に
代

表
さ
れ
る
米
国
・
中
国
二
大
国
間
の

対
立
構
造
が
国
際
秩
序
の
枠
組
み
の

中
心
で
あ
る
Ｇ
７
と
Ｇ
20
サ
ミ
ッ

ト
を
機
能
不
全
に
さ
せ
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
に
は
Ｇ
７
に
お
け
る
「
米

国 

vs 

Ｇ
６
」
と
、
Ｇ
20
に
お
け
る

「
既
存
の
国
際
秩
序 

vs 

新
秩
序
の

希
求
」
と
い
う
二
つ
の
対
立
構
造
が

あ
っ
た
。
特
に
、
前
者
の
分
断
化
の

危
機
が
露
呈
し
た
19
年
８
月
に
フ
ラ

ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

で
は
各
国
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
ず
、

事
実
上
、
首
脳
宣
言
が
形
骸
化
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
米
中
貿
易

紛
争
に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

経
済
的
相
互
依
存
関
係
を
武
器
と
す

る
外
交
手
法
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、

安
全
保
障
の
抜
本
的
な
見
直
し
、
技

術
覇
権
の
争
い
な
ど
に
発
展
し
、
友

好
関
係
に
あ
っ
た
国
・
地
域
同
士
の

外
交
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
て
き
た
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
時
以
来
、
世
界
の

分
断
化
へ
の
流
れ
を
助
長
し
て
い
る

の
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
経
済
的

あ
る
い
は
安
全
保
障
上
の
相
互
依
存

を
交
渉
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
し
な
が

ら
〝
勝
者
の
な
い
〟
外
交
を
続
け
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
米
国
は
各
国
の

国
内
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
二

つ
の
相
互
依
存
を
一
種
の
〝
武
器
〟

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
極
端
に
言

え
ば
、
経
済
的
・
安
全
保
障
上
の
相

互
依
存
を
〝
人
質
〟
に
し
て
、
強
制

的
に
発
動
す
る
追
加
関
税
措
置
な
ど

の
経
済
的
制
裁
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
か
ら
の

離
脱
を
ほ
の
め
か
す
な
ど
の
〝
制
裁

ツ
ー
ル
〟
の
乱
用
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

相
互
の
報
復
の
連
鎖
を
生
み
、
予
期

せ
ぬ
２
国
間
あ
る
い
は
国
際
的
な
集

団
防
衛
組
織
と
の
関
係
悪
化
を
招
い

て
い
る
。
こ
れ
は
他
国
間
の
関
係
に

も
負
の
影
響
を
及
ぼ
し
、
経
済
あ
る

い
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
な
ど
の
安
全
保
障
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
自
国
を
隔
離
し
、

こ
れ
ま
で
の
国
際
的
な
協
調
よ
り
も
、

自
国
第
一
主
義
と
い
う
方
向
へ
の
積

極
的
な
活
動
に
つ
な
が
る
と
い
う
危

険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
新
た
な
経
済
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
が

生
ま
れ
、
新
た
な
政
治
の
ブ
ロ
ッ
ク

化
と
結
び
付
き
、こ
れ
ま
で
の
政
治・

経
済
交
流
の
前
提
は
根
本
か
ら
覆
さ

れ
る
。
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
国
・
地

域
同
士
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
経
済

的
に
も
政
治
的
に
も
地
域
が
分
断
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
各
国
内
で
も
国

内
情
勢
を
優
先
す
る
極
端
な
価
値
観

が
優
勢
と
な
り
、
国
際
協
調
か
国
内

重
視
か
、
あ
る
い
は
資
本
主
義
か
社

会
主
義
か
な
ど
の
価
値
観
の
二
極
化

が
進
む
。
こ
の
よ
う
な
国
お
よ
び
地

域
の
内
外
の
分
断
が
進
め
ば
、
当
然

な
が
ら
既
存
の
国
際
協
調
の
枠
組
み

が
変
化
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
金
融

政
策
、
為
替
政
策
、
産
業
政
策
、
貿

易
政
策
が
国
際
協
調
よ
り
も
自
国
主

義
と
な
り
、
国
際
経
済
・
金
融
シ
ス

テ
ム
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性

が
高
く
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う

な
経
済
の
相
互
依
存
関
係
を
人
質
に

取
る
外
交
問
題
へ
の
発
展
は
、
企
業

を
「
こ
れ
ま
で
の
交
易
条
件
を
前
提

に
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
取
引
が
で

き
な
く
な
る
」
と
い
う
悪
循
環
に
陥

ら
せ
、
世
界
の
実
体
経
済
に
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
を
与
え
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
〝
勝
者
の
な
い
〟
外
交
を
続
け
て

い
る
こ
と
に
よ
る
負
の
影
響
は
第
１

次
政
権
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
第
２

次
政
権
に
お
け
る
経
済
面
で
の
相
互

関
税
、
安
全
保
障
面
で
の
米
国
・
イ

ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
戦
争
に
よ
っ

て
地
政
学
お
よ
び
マ
ク
ロ
経
済
上
の

「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」を
開
け
て
し
ま
っ

た
感
が
あ
る
。「
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
Ｔ
ｒ

ｕ
ｍ
ｐ 

Ａ
ｌ
ｗ
ａ
ｙ
ｓ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ

ｋ
ｅ
ｎ
ｓ 

Ｏ
ｕ
ｔ
）」（
＝
ト
ラ
ン

プ
は
い
つ
も
お
じ
け
づ
い
て
妥
協
す

る
）
と
や
ゆ
さ
れ
る
と
お
り
、
ま
だ

辛
う
じ
て
開
け
て
い
な
い
と
も
言
え

る
も
の
の
、米
国
が「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ（
Ｍ

ａ
ｋ
ｅ 

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ 

Ｇ
ｒ
ｅ

ａ
ｔ 

Ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
）」（
＝
米
国
を

再
び
偉
大
な
国
へ
）
と
い
う
自
国
第

一
主
義
に
固
執
し
て
い
る
間
に
、
米

国
抜
き
で
経
済
的
な
国
際
協
調
あ
る

い
は
安
全
保
障
を
再
構
築
し
た
方
が

い
い
と
の
考
え
方
、
す
な
わ
ち
「
Ｍ

Ａ
Ｇ
Ａ
（
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ 

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ

ｃ
ａ 
Ｇ
ｏ 

Ａ
ｗ
ａ
ｙ
）」（
＝
米
国

は
不
要
に
）
と
い
う
考
え
方
が
生
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、

中
国
、
ロ
シ
ア
が
暗
躍
し
、
さ
ら
な

る
混
乱
を
生
む
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
。

　
冒
頭
の
「
い
ろ
は
歌
」
に
戻
る
が
、

次
の
文
節
で
あ
る
「
わ
か
よ
た
れ
そ

　
つ
ね
な
ら
む
」、
つ
ま
り
「
こ
の

世
の
天
下
は
誰
に
と
っ
て
も
永
遠
で

は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
を
含
め
各
国
の
首
脳
に
ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
切
に
願
う
。

�

（
４
月
10
日
執
筆
）

◆
内
野
逸
勢
／
う
ち
の
・
は
や
な
り

　

静
岡
県
出
身
。
１
９
９
０
年
慶
応

義
塾
大
学
法
学
部
卒
業
。
大
和
総

研
入
社
。
企
業
調
査
部
、
経
営
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
、
大
蔵
省
財
政
金

融
研
究
所
（
１
９
９
８
～
２
０
０
０

年
）
出
向
な
ど
を
経
て
現
職
（
金

融
調
査
部 

主
席
研
究
員
）。
専
門
は

金
融
・
資
本
市
場
、
金
融
機
関
経

営
、
地
域
経
済
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ

ナ
ン
ス
な
ど
。
主
な
著
書
・
論
文
に

『
地
銀
の
次
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
』

２
０
２
０
年
５
月
、
共
著
（
主
著
）、

『
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
と
金
融
の
未
来
～

10
年
後
に
価
値
の
あ
る
金
融
ビ
ジ
ネ

ス
と
は
何
か
？
～
』
２
０
１
８
年
４

月
、
共
著
（
主
著
）、『
Ｊ
Ａ
Ｌ
再
生 

高
収
益
企
業
へ
の
転
換
』
日
本
経
済

新
聞
出
版
、
２
０
１
３
年
１
月
、
共

著
。
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｂ　

Ｃ
Ａ
Ｇ
（
国
際

監
査
・
保
証
基
準
審
議
会　

諮
問
・

助
言
グ
ル
ー
プ
）
委
員
（
２
０
０
５

～
２
０
１
４
年
）。
日
本
証
券
経
済
研

究
所
「
証
券
業
界
と
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

に
関
す
る
研
究
会
」（
２
０
１
７
年
）。

世界はこのまま
分断して
いくのか

……………………………
株式会社大和総研

金融調査部 主席研究員
内野　逸勢
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『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ
ベストウイズクラブでは、「福祉制度
キャンペーン」を�/�～�/��に実施い
たします。（※�/�~�/��はアクサ単独
キャンペーンとして実施）
本キャンペーンは、『商工会議所福祉
制度』を会員の皆様にご理解いただ
き、会員事業所の福祉向上にお役立
ていただくことを主な目的としていま
す。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・
役員の皆様の保障や退職金準備他、
入院・介護・老後に備えた様々な保
障ニーズにお応えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株
式会社の担当社員がお伺いした際に
は、是非ご協力いただきますようお願
い申しあげます。

加賀商工会議所　 TEL.０７６１-７３-０００１

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所
　およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

全 国 商 工 会 議 所

多様化・複雑化の傾向にある「労災事故」から会社も従業員もお守りします。

あなたの会社が「業務災害補償プラン」に加入していれば !
会員企業には…

資金繰りに影響を与えること無く、
高額な損害賠償金が支払い可能に! 従業員には…

パート･アルバイトを含む
全従業員を包括補償で安心！

うつ病による自殺、過労死などによる

労災認定件数が 増加
1億円を超える

高額な賠償事例が 発生
短期間労働者、パート、アルバイト、派遣社員等

非正規雇用労働者の 増加
2014年労働安全衛生法改正で

企業の安全配慮義務の 厳格化

業務災害補償プラン
全国商工会議所の

お 問 い 合 わ せ 先 各地商工会議所 商工会議所名簿 日本商工会議所

制 度 運 営https://www.ishigakiservice.jp商工会議所の保険制度HP

東京海上日動火災保険株式会社 損害保険ジャパン株式会社 三井住友海上火災保険株式会社
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 大同火災海上保険株式会社［業務災害補償保険引受保険会社

●一部の商工会議所では、本プラン・特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。　●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。
保険の内容は保険会社のパンフレットをご覧ください。詳細は契約者である団体の代表者に渡してあります保険約款によります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。　●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明
点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。

約58%
割引

最 大
（＊1）

（＊1）［1ー30%（団体割引）］×［1ー30%（過去の損害率による割引）］×［1ー10%（包括契約割引）］×[1ー5％（健康経営割引）]≒0.42→最大約58％割引
（＊2）政府労災保険への加入が必要です（使用者賠償責任補償は給付決定後の支払いになります）。精神疾患、脳・心疾患等の病気や自殺は政府労災で認定されれば補償可能。
（＊3）従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践している大企業や中小企業等を日本健康会議が認定。

●労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
●「従業員のケガ」と「企業の賠償リスク」にダブルで備えることが可能
●役員個人の賠償責任も補償
●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能（＊2）
●パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償対象可能
●パワハラ、セクハラ等による事業者、役員、使用人の法律上の
賠償責任を補償（オプション）

●「健康経営優良法人（＊3）」に認定された事業者に対し、通常
の割引後にさらに５％の上乗せ割引を適用

●建設業の場合、経営事項審査制度の加点対象
●天災危険を補償する特約（任意付帯）により、業務・通勤中に
地震や津波に遭遇してケガをされた場合や死亡された場合
も補償可能
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2026年4月の動向

今月の業況

業種別の動向

ブロック別の動向

商工会議所LOBO（早期景気観測）
業況DIは、中東情勢受けた物価高・調達困難化で悪化
先行きは、不透明感強まり厳しい見方

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

先行き見通しDIは、▲27.0（今月比▲5.1ポイント）
高水準での賃上げが下支えとなる中、大型連休に伴う消費
の拡大が見込まれる一方、足もとの燃料価格の上昇や長引
く物価高が、消費マインドを下押しする可能性がある。

また、中東情勢による影響について、政府の対策に期待す
る声もあるが、影響が長期化した場合、事業の見直しや資
金繰りの悪化につながる恐れもある。今後の見通しに対す
る不透明感が広がっており、先行きはさらなる悪化を見込
んでいる。

全産業合計の業況DIは、▲21.9（前月比▲1.9ポイント）
卸売業では、設備投資が堅調に推移する中、気温上昇に伴
い春物衣料の引き合いが増加し、改善した。一方、建設業、
製造業、小売業では、中東情勢の緊迫化に伴うエネル
ギー・仕入価格の上昇や調達困難化の影響が見られ、悪化
した。サービス業もその影響を受けたが、行楽需要の拡大
等により飲食店を中心に客数が増加し、ほぼ横ばいとなっ
た。

国際情勢の不安定化による利益率の低下やサプライチェー
ンの混乱による影響は大きく、中小企業の景況感は一段と
厳しさを増している。

業況DI（※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合）2025年 2025年 2026年 先行き
見通し

４月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５～７月
全産業 ▲ 18.5 ▲ 17.9 ▲ 18.0 ▲ 17.9 ▲ 16.8 ▲ 20.0 ▲ 21.9 ▲ 27.0

建 設 ▲ 17.7 ▲ 16.5 ▲ 14.7 ▲ 15.2 ▲ 13.6 ▲ 15.5 ▲ 24.4 ▲ 27.3

製 造 ▲ 23.0 ▲ 19.7 ▲ 21.6 ▲ 17.2 ▲ 13.6 ▲ 19.1 ▲ 21.3 ▲ 31.5

卸 売 ▲ 23.1 ▲ 24.7 ▲ 23.4 ▲ 23.8 ▲ 23.5 ▲ 30.2 ▲ 28.6 ▲ 29.1

小 売 ▲ 23.5 ▲ 26.4 ▲ 24.0 ▲ 25.1 ▲ 24.8 ▲ 25.1 ▲ 26.2 ▲ 28.9

サービス ▲ 8.6 ▲ 7.7 ▲ 9.9 ▲ 12.1 ▲ 13.0 ▲ 15.1 ▲ 14.9 ▲ 20.2

※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合

全産業業況DI

業況DI

…1.0ポイント以上改善 …1.0ポイント以上悪化※

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

長引く仕入価格や労務費の高騰に、中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー・資材価格の上昇や調達困難化が重なり、悪化。
引き続き人手不足による供給制約を指摘する声も聞かれている。
•「労務費高騰や人手不足に加え、中東情勢の緊迫化によるサプライチェーンの寸断が深刻である。ナフサ系の石油製品の供給不安に伴い、住宅設備メーカー各
社による新規受注停止や生産調整が相次いでいるほか、プラスチック樹脂や塗料といった基幹資材が調達困難化している」（一般工事業）

•「引き続き現場作業員の人手不足が続いている。作業員の高齢化の進展もあり雇用の確保が喫緊の課題」（防水工事業）

気温上昇に伴う行楽需要の拡大等により飲食店を中心に客数が増加した一方、中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー・仕
入価格の上昇が足かせとなり、ほぼ横ばい。

燃料価格上昇に伴う消費者の節約志向の高まりから、百貨店を中心に生活必需品以外に買い控えが見られるほか、中東
情勢の緊迫化に伴うエネルギー・仕入価格の上昇や調達困難化が重荷となり、悪化。

中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー・原材料価格の上昇や調達困難化の影響を受け、悪化。先行きについて、影響の長
期化による操業停止や設備投資需要の減退を懸念する声が散見された。

設備投資が堅調に推移する中、気温上昇に伴い春物衣料の引き合いが増加し、改善。一方、中東情勢の緊迫化に伴う調
達困難化や消費者の節約志向の高まりを懸念する声も聞かれている。
•「石油関連商品の品不足および値上げが著しい。梱包資材にも影響が出ており、売るものがない・材料不足で商品が作れないなど、商売に大きな障害となって
おり、先行きは厳しい状況になりそうである」（一般機械器具卸売業）

•「中東情勢の緊迫化で直接的に影響を受けるわけではないが、消費者の節約志向の高まりによる購買意欲の減退が懸念材料である」（酒卸売業）

•「重油や包装材などの価格が急騰しており、今後、他の原材料にも影響が出ることが予想されるが、業界の商慣習により、次回の価格転嫁は10月以降となる。
価格改定が到底追いつかない中、利益率の低下をどのように乗り切っていくか大きな課題である」（水産食料品製造業）

•「塗料など石油由来の原材料が納品されない。現状、在庫でしのいでいるが、事態が長期化すると操業を止めなくてはならない」（一般産業用機械）

•「生鮮食品を取り扱う当店ではゴム手袋が衛生上必須であるが、仕入先が医療従事者優先での供給に切り替えており、入手困難化している」（百貨店）
•「当社商品はプライベートブランド商品でプラスチック製品が多いが、原料メーカー各社による一斉値上げ通知や供給制限等により、価格高騰が収まらない。
これ以上値上げすると顧客離れにつながる恐れがあり、不安を感じている」（機械器具小売業）

•「行楽シーズンとなり、スポーツ大会等の開催に伴ってお弁当の販売量が増加している」（飲食店）
•「エネルギー価格の高騰やサプライチェーンの混乱により、利益率が急激に低下している。近隣にホテルチェーンが進出し、価格競争が激しくなっていること
から、販売価格への転嫁は困難である」（旅館）

北陸信越
北陸信越は、悪化。サービス業では、インバウンドの冬季需要が落ち着いたことで、来店客数の減少につなが
り、売上・採算が悪化した。建設業では、大雪からの雪解けが早く、建築・土木工事の着手が例年より前倒し
で進み、売上・採算が改善した。一方で、一部資材の品不足や納期の長期化が見られ、工程調整や原価管理が
難しくなっている、という声が聞かれた。

2026年4月調査結果
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制　度　名 日 本 公 庫
マ ル 経 融 資

石　川　県
地域商工業活性化融資

石　川　県
事 業 転 換 支 援 融 資

石　川　県
創 業 者 支 援 融 資

借入限度額 2,000万円 5,000万円(特認2億円） 5,000万円（特認2億円） 2,000～4,000万円
返 済 期 間 設備・運転10年 設備15年／運転5～7年 設備15年／運転7年 設備7年／運転5年
担保・保証 無担保・無保証人 金融機関所定の扱い 金融機関所定の扱い 無担保・保証協会保証必須
利 率 2.50% 2.00%～2.60% 2.00%～2.40% 2.50%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度

0件 1件 1件 1件 0件 0件 0件 0件
認 定 金 額 0万円 120万円 556万円 570万円 0万円 0万円 0万円 0万円

制　度　名 石　川　県
小 口 零 細 融 資

石　川　県
経営安定支援融資 その他の融資制度

全制度合計
借入限度額 2,000万円 8,000万円 

省エネ投資促進支援融
資、小口融資など

返 済 期 間 設備7年／運転5年 運転7年
担保・保証 無担保・保証協会保証必須 金融機関所定の扱い
利 率 2.30%～2.50% 1.65%～2.70%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前年度 今  年  度 前  年  度

0件 1件 0件 0件 0件 0件 1件 3件
認 定 金 額 0万円 200万円 0万円 0万円 0万円 0万円 556万円 890万円

※ 制度内の特別枠により利息その他詳細が異なることがあります。
※ 当所の認定が不要な制度融資は集計に含まれません（令和６年能登半島地震災害対策特別融資など）。

2026年 5月
13日㈬ 金融懇談会、女性会通常総会、アドバ

イザー派遣
14日㈭ アドバイザー派遣
16日㈯ 生徒と保護者で学ぶ地元企業
21日㈭ 婚活プロジェクト実行委員会
25日㈪ 工芸品業部会

26日㈫ 春季会員ゴルフ大会、青年部ブラン
ディング委員会

27日㈬ アドバイザー派遣
28日㈭ 正副会頭会議

2025年 6月

1日㈪
加賀温泉駅構内施設およびガレリア
視察研修及び意見交換会（観光業部
会・都市政策委員会合同）

2日㈫ 女性会役員会
5日㈮ 監査会

10日㈬ 総務企画委員会

年会費についてのお知らせ
　日頃より加賀商工会議所の各種サービスをご
利用いただきありがとうございます。 令和8年度
会費についてご案内いたします。
◎口座振替の事業所さま
　5月20日（水）にご指定の金融機関より引落しさせ
て頂きます。
◎口座振替以外の事業所さま
　6月中旬に請求書を送付します。市内金融機関・
インターネットバンキング等よりご納入願います。

（金融業）
橋　本　元　輝

山中温泉塚谷町２丁目３７番地
TEL 090-3292-4118

ラフテル（飲食業）
古　村　流　星

山代温泉万松園通り40
TEL 080-3749-7211

アルティメイト（サービス業）
佐々木　かおる

白山台9-127
TEL 090-4595-5031

新入会員紹介

お知らせ

加賀商工会議所職員は、

『オフィスカジュアル』

を通年導入します

会議所の動き



16 � 加賀商工会議所会報 №649〔2026.5〕 ●

加
賀
商
工
会
議
所
会
報

印
刷
／
井
野
上
印
刷

〒
922-8650 石

川
県

加
賀

市
小

菅
波

町
1丁

目
130番

地
TEL.0761-73-0001  FAX.0761-73-4599

U
RL：

http://w
w

w
.kagaw

orld.or.jp/
e-m

ail：
kaga@

kagaw
orld.or.jp

発
　
行
／
加
賀
商
工
会
議
所

発
行
人
／
東
野
　
哲
郎


